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健診をしていると、意外な事に 気付く事があり
ます。今回フォロ－アップミルクと寝かせ方に関し
て アンケ－トをとり、その分析をしましたので報
告をいたします。

対象は 昨年１年間、当院に於いて母親が付き
添ってきた、正常に発育している １才以上で２才
健診までの児を対象に 重複を避け、そう混んでい
ない待ち時間を利用し、無記名で２８２名よりアン
ケ－トをとりました。
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離乳期用ミルクの使用開始時期

≧７ヶ月 ≧ ９ヶ月 ≧１歳 使用せず

＜５ヶ月
≧５ヶ月

( n = 280 )

体格(発育）と離乳期用ミルクの使用の関係

( n = 237 )
離乳食の食べ具合と離乳期用ミルクの使用の関係

( n = 37 )

( n = 240 )

離乳期用ミルク使用開始時期の離乳食の進み具合
１回食 ２回食 ３回食

( n = 185 )

小 7                                                               23                              10

中～大 42 111                                         84

25                                                   88                                            72

10           36                                                125  11                                   95

( n = 40 )

不良 8                                                       18                                 11

良 40                                                      116                                       84

3

まず、フォロ－アップミルクに関し、約６６％の児が使

用し、その約２８％が９ヶ月未満で使用していました。

５ヶ月未満で使用している児もいました。

体格が小さい、離乳食が進まないといった因子はその

使用及び早期使用の誘因ではなさそうです。

６０％が２回食の段階でフォローアップミルクを与え

られていました。

小児科学会の勧告から見ると、フォローアップミルク

は ６３％の児に誤って使用されている事になります。
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離乳期用ミルクを使った動機 （重複を含む）

蛋白質や鉄分等が
多く含まれるから

上の子も使っていたから

離乳食を始めたから

雑誌、育児書を見て

値段が安いから

周囲の人が使っていたので
何となく

周囲の人や友人に勧められ

医師、助産婦、看護婦、
保健婦や薬局で勧められ

14                                             67

２０ ４０ ６０ ８０

＜９ヶ月 ( n = 49 )

≧９ヶ月 ( n 136 )

n = 185

20                            41

16                            42

9                    32

9           20

3      16

2
5

1
6

使用した理由であります。広告で栄養があり、バランス
が取れていてしかも値段が安いとなれば 高品質の育
児用ミルクからフォロ－アップミルクに替えるのは 消費
者、母親の女性心理として当たり前ではないでしょうか。
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蛋白 ( g/dl)   Fe ( mg/dl)    Ca ( mg/dl)

Me社 Mo社 Me社 Mo社 Me社 Mo社

70％調整粉乳 2.48  1.92    1.06  0.71     118     57

特殊調整粉乳 1.87  1.95    0.90  0.75      69     45  

調 整 粉 乳 1.71  1.69    0.84  0.78      53     47

離乳期用ミルク 2.38  2.31    1.10  1.00      95     78

牛 乳 2.9           0.1             100

母 乳 1.1           0.2              25

各種ミルクの蛋白、Fe、Ca濃
度

離乳期用ミルクの短所
① 蛋白濃度が高すぎる → 腎臓への溶質負荷
② 蛋白質の質の低下（予備消化なし）→ アレルギ－の問題
③ 銅、亜鉛等が添加されていない

小児科学会は８年前から「フォロ－アップミルクは ３回
食になる９ヶ月を過ぎてから」と勧告しています。フォ
ローアップミルクの不要論さえもあります。あくまで離乳
後期、1歳以降における牛乳の代わりなのであります。
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寝かせ方の設問

常に仰向きに寝かせた（ていた）

主に仰向きで、時にうつ伏せで寝かせた（ていた）

仰向けになったり うつ伏せになったりである *

主にうつ伏せで、時に仰向きに寝かせた（ていた）

常にうつ伏せで寝かせた（ていた）

‥‥‥‥‥‥‥‥  ０ 点

‥  １ 点

‥‥ １.５ 点

‥  ２ 点

‥‥‥‥‥  ３ 点

①産科

②退院後

③７ヶ月頃

④現在

（ * : 寝返りしての体位 ‥ ７ヶ月,現在 ）

寝返りしての体位について

設問を別に設けた

時期 :

産院、退院後、７ヶ月、現在の寝かせ方を それぞれス
ライドの様な表現で聞きました。寝返りしての体位は別
に聞いております。産院のを除きデーター処理の為に
それぞれ右の点数を与えました。
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主にうつ伏せ寝

常にうつ伏せ寝

寝かせ方

硬い敷き布団の使用

常に仰向け寝

主に仰向け寝

( 0 )                         ( 1 - 2 )                   ( 3 - 4 )         ( 5 - 6 )

( 0 )                          ( 1 - 3 )                   ( 4 - 6 )          ( 7 - 9 )

( 1 - 3 )                             ( 4 - 6 )                ( 7 - 9 )   4 2

( 1- 5 ) ( 6 - 10 )                   ( 11 - 15 ) 2

使用

( n = 270 )

( n = 269 )

( n = 192 )

( n = 202 )

７ヶ月まで 73                                91                  55               51

現在まで 56                                    110                        66          37

寝かせ方 85                            60                  35 6 

＋ 寝方 63                                          91                34 5 7

使用せず

現在までにうつ伏せで寝かせた事のある人は実に８０％いま

した。そのほとんどはＳＩＤＳの多い７ヶ月までにしていました。

☆この点数が先程の点数の２回分と３回分の合計点です。

また、この中の１２人はうつ伏せ寝の前提である 硬い敷布団

を使用した事がなく、主にうつ伏せ寝にしていた人でも ６人は

硬い敷き布団を使用していませんでした。☆これだけが寝返り

しての体位を加味した統計であります。いつもいつもうつ伏せ

寝だと満点で１５点となります。少し人数が増えます。
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常に仰向け寝

主に仰向け寝

主にうつ伏せ寝

常にうつ伏せ寝

産院、退院後の寝かせ方と
その後の寝かせ方の関係

産

院

退
院
後

七
ヶ
月
頃

現

在

退
院
後

退
院
後

( n=275 )( n=275 ) ( n=270 )

☆産院での寝方と退院後の寝かせ方を表しています。

上の面が産院での寝かせ方。

☆それが退院後にこの寝かせ方になり、これは退院後

そののトータル。

☆これは退院後と７ヶ月頃の相関。

☆これは退院後と現在の相関です。ほとんどがカイ自

乗検定で危険率０．００５以下での有意差がありました。

この産院での寝かせ方と退院後の寝かせ方が大きなひ

きがねになっていると思われました。
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何となくよく寝てくれるから

産院でうつ伏せ寝だったので

上の子もうつ伏せ寝だったので

医師、助産婦、看護婦に勧められて

知人や周囲の人に勧められて

育児書や雑誌などを読んで ( n = 187 )

うつ伏せ寝の動機 （重複を含む）

２０ ４０ ６０ ８０ １００

106

67

47

14

13

9

うつ伏せ寝にした理由であります。（１，２，３，
‥‥‥‥‥‥‥，１０）
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( 0 )                       ( 1 - 3 )                  ( 4 - 6 )                     ( 7 - 9 )

寝かせ方とSIDSの危険性の知識の関係

SIDSがうつ伏せ寝で多い事の知識 （ 重複を含む）

以前から知っていた

新聞やテレビで知った

育児書や雑誌を読んで

健診の時に聞いて知った

知らない ( n = 276 )

２０ ４０ ６０ ８０ １００

知っている 知らない

常に仰向け寝 主に仰向け寝 主にうつ伏せ寝 常にうつ伏せ寝

46                                      95                         61           33    10   15 

( n = 269 )

5 4

98

90

83

27

37

大半の人がうつ伏せはSIDSの危険性がある事を知っていて、

うつ伏せに 寝かせた事のある人でも ８９％の人が知っていま

した。尤も 調査内容の時期を過ぎてからのアンケ－トなので、

その育児の時に危険性を認識していたかどうか迄は判りませ

ん。

この寝かせ方の問題や、先程のミルクの使い方の問題にし

ても、もっと我々医療サイド、保健サ－ビスサイドからの啓蒙活

動が必要であったと思われました。

なお、これらのデーターは昨年1年間のアンケートですが、待

合室に「フォローアップミルクの使用時期」と「うつ伏せ寝」のポ

スターを出した上でのアンケート結果であります。

以上、スライド有り難うございました。
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演題３２（２次抄録）
【目的】 フォローアップミルク（以下ＦＭ）の使用とうつ伏せ寝の実態を把握し、育児指導に役立

てる。
【対象および方法】 平成９年当院に於いて、正常に発育している１才以上で２才健診迄の児を

対象として、重複を避け、２８２名の母親から無記名でアンケートをとった。回答は選択形式と
した。

【結果及び考案】 ＦＭは約６６％の児に使用され、その約２８％の児が生後９ヶ月未満で使用し
ていた。６ヶ月未満で使用している児もいた。ＦＭを使用している約６０％の児が２回食の段階
で開始していた。日本小児科学会の勧告から観ると、ＦＭを使用している児の内で約６３％に
誤って使用されていた。体格、離乳食の進み具合等はＦＭの使用やその早期使用の誘因で
はなかった。

うつ伏せ寝がＳＩＤＳの危険因子と言われてから久しい。産院、退院後、７ヶ月、現在の寝か
せ方と寝てからの体位を聞いた。アンケート時までにうつ伏せにして寝かせた事のある児は
約８０％もいた。うつ伏せに寝ていた事のある児の約７％(１４人)は硬い敷布団を使用した事
がなかった。内９人は主にうつ伏せで寝ていた児であった。産院での寝方vs退院後の寝かせ
方、退院後の寝かせ方vs７ヶ月及びアンケート時の寝かせ方は各々有意に相関し、産院での
寝かせ方、退院後の寝かせ方がその後の寝かせ方に影響を与えていた。上の児の寝かせ方
もその誘因であった。うつ伏せ寝はＳＩＤＳの危険因子である事を全体で約８７％の人が調査時
点では知っていた。

ＦＭの使用や寝かせ方の問題等について、もっと啓蒙活動が必要であったと思われた。
なお、待合室にＦＭの使用法とうつ伏せ寝について注意書きを大きく掲示してある上でのア
ンケート結果である。
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